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第1章 土 壌細菌 フ ロー ラの コ ロニー形 成100
(1)土壌 中の細 菌 フローラ のコ ロニ ー形 成
液(婆識 翫蹴 轡書吉灘 軽
時的に平板上に形成されるコロニー数を,2
計数 した.そ の結果、 コ ・ニ ー数 は培 養8。
の全期 間を通 して増 加 し続 け ることが認 ち096
め られ た(第1図)。 すなわち、 この コロ1∬400
ニー形成の過程は、培残時間をいくつか 盤
の区間に分けることにより、各区間の計 …
数値 をFORモデル の コ ロニ ー形成 曲線 で表
す ことがで きた。 以下各 区間の 曲線 をコ
ロニー形成 の成分 曲線 と呼ぶ こ とにす る。,0
土壌中の多種 類の細 菌の コ ロニー形0288
成がい くつかの成 分 曲線 に よ り表 され るlncubationtime(hour)
ことは、平板 上 の土壇細菌 が コ ロニ ー形
第1図SE培 地平板上での土壌中の細薗成速度 の違 いに よ って い くつか のグル ー フロー ラのコロニー形成曲線

































































































各区分 に対応 す る単離 菌株 のtr値の分 布 は、3つ のグルー プに分 かれた(第
4図)。F1-4、 それぞ れか ら単離 した菌株 の七r値は、 いず れも同 じ分布 を示
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った。F5の 場合 に は、F1一
紹鰍 ごレ;ご矯 富籟 鷺L[L__」L
離 菌株 はF1-4,F5-7い
コほずれ撒 至擁 脇1 ・Lロコ=二
欝 騰 鎌 畿%1:L[庄 上↓
101株、F6か ら91株 、 そ れ ぞ れ ち091215182124
糖 轡ζ鶯翻{鵯 ゴL〔=[L』一一一
1羅藷 鴛撫 一_一
辮 貧奮バターンを棚 瞭1:一 ココ_』_
各成 分 曲 線 か ら単 離 さ れ 炬a121824303642485480
潔 盟 黙 鍮 藩 鷺1、」7」角.,
(NB)培地で増殖 す るNB細菌 に よ0244872961201441681922鴇
り構成 され てお り、一・方 成分 曲 丁「value(hou「》
線mはNB培地 上で は増殖 しない 第4図 各区問か ら単離 され た菌株 のも
r値ヒス トグラムがNB培地:を100倍希釈 したDNB培
地上 で増殖す るDNB細菌(低 栄養
5452
細 菌)に よ り構成 されて いた。




曲 線 に よ っ て い く つ か の 細 菌 グ00
ル ー プ に 類 別 さ れ る こ と を 明 らOg121518212406121824303642485460
か に し た 。 τ
rvalue(hour)






































































































































































































































































































第2章 では,土 壌細菌フローラ中の農薬感受性菌の検出,コ ロニー形成曲線を応用することを
試みた。すなわち,農 薬添加と無添加の両平板を使用 し,同一試料を接種 し,培 養する ことに
よってえられるコロニー形成曲線の比較によって,特 定の成分曲線に農薬添加の影響が特に著 し
く認められていることを示した。こうした特定の成分曲線に対応 して,無添加平板上でコロニー
を形成 した細菌を単離,培 養して農薬への感受性を調べた結果,感 受性菌が多 く存在す ることが
認められた。本研究で使用した農薬はpenatachloro-phenolで,1脚mの微量添加で感受性を示す
細菌を見いだ したことは興味あることである。




以上,本 研究は土壌細菌フローラの研究法に新 しい可能性を開拓 したといえる。よって審査委
員一同は,著者に農学博士の学位を授与するに値すると認定した。
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